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バ
ケ
ツ
稲
の
刈
取
り
を
行
う
園
児

無
人
ヘ
リ
で
の
農
薬
散
布
の
様
子（
茶
屋
町
地
区
）

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
を
行
っ
た
皆
さ
ん（
早
島
町
支
店
）

ム
ス
イ
鍋
講
習
会
の
様
子（
菅
生
支
部
）

エリアニュース ＊ 

料
理
教
室
で
親
睦
を
深
め
る

女
性
部
船
穂
支
部

　
く
ら
し
き
東
管
内
の
各
直
売
所
は
、
お
彼

岸
に
合
わ
せ
た
セ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま

し
た
。

　
早
島
町
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
青
空
市
」、

児
島
直
売
所
「
郷
の
里
」
は
９
月
15
日
、
菅

生
直
売
所
「
す
が
お
」
は
９
月
22
日
に
開
催

し
、
シ
キ
ビ
や
仏
花
な
ど
多
数
用
意
し
て
、

多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、店
舗
前
に
は
特
設
テ
ン
ト
を
設
け
、

手
作
り
焼
き
ソ
バ
や
３
色
お
は
ぎ
な
ど
の
販

売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
直
売
所
で
秋
の
お
彼
岸
セ
ー
ル
を
開
く

菅
生
・
早
島
町
・
児
島

園
児
が
稲
刈
り
に
挑
戦

「
バ
ケ
ツ
稲
」が
大
き
く
成
長

　
茶
屋
町
保
育
園
は
９
月
13
日
、
バ
ケ
ツ
稲

の
刈
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ケ
ツ
稲
は
、
園
児
が
６
月
に
モ
ミ

播
き
を
行
い
、大
き
く
成
長
し
た
も
の
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
園
児
は
、
鎌
を
持
つ
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、
先
生
の
指
導
の
も
と
、
慎

重
に
稲
を
刈
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

乾
燥
さ
せ
た
籾
の
脱
穀
体
験
や
、
採
れ
た
お

米
を
使
用
し
て
「
お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
」、

年
末
に
は
「
お
飾
り
作
り
」
も
行
う
予
定
で

す
。

か
き
氷
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た

（
早
島
町
直
売
所
）

　
浅
原
園
芸
組
合
は
９
月
１
日
、
岡
山
市
に

あ
る
Ａ
．Ｍ
．Ｉ
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
児
童

19
人
を
招
き
、
モ
モ
の
選
果
作
業
の
体
験
を

浅
原
選
果
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学
習
で
は
、
室
山
組
合
長
や
備

南
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

か
ら
、
浅
原
の
モ
モ
の
特
徴
や
お
い
し
い
モ

モ
の
収
穫
ポ
イ
ン
ト
、
収
穫
方
法
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
選
果
場
内
の
見
学

を
行
い
、
出
荷
箱
作
り
や
選
果
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
組
合
か
ら
晩
生
品
種
「
恵
白
」

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
が
モ
モ
の
体
験
学
習

地
元
・
浅
原
の
モ
モ
を
学
ぶ

　
　
く
ら
し
き
東
管
内
の
水
稲
圃
場
で
は
８

月
13
日
か
ら
、
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
の
空

中
散
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
効
率
的
な
農
薬
散
布
と
し
て

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
防
除
作
業
が
年
々
拡
大
し

て
い
ま
す
。
地
域
一
斉
で
取
り
組
む
こ
と

で
、
効
率
よ
く
広
い
範
囲
で
の
適
期
防
除
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
朝
か
ら
の
作
業

開
始
で
す
が
、
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ

て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
果
作
業
を
体
験
す
る
児
童

　
女
性
部
船
穂
支
部
は
９
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
岡

山
厚
生
連
の
講
師
に
よ
る
「
料
理
教
室
」
を

開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
12
人
が
参
加
し
て
、「
牛
肉
と

新
シ
ョ
ウ
ガ
の
ち
ら
し
ず
し
」「
白
玉
団
子

と
ソ
ー
メ
ン
の
清
汁
」「
オ
ク
ラ
の
お
か
か

ナ
ム
ル
」「
甘
酒
か
ん
」
の
４
品
を
作
り
ま

し
た
。

　
講
師
に
、
レ
シ
ピ
の
分
か
り
に
く
い
部
分

や
、
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
食
材
な
ど
も
教
え
て

い
た
だ
き
、
楽
し
く
調
理
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

見
た
目
も
味
も
バ
ツ
グ
ン

愛
媛
の
伝
統
工
芸
と
名
物
を
満
喫

里
庄
支
店
企
画
旅
行　

里
庄
支
店
は
９
月
20
日
、
支
店
企
画
旅
行

で
愛
媛
県
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
旅
行
行
程
は
、
砥
部
焼
と
タ
ル
ト
の
手
巻

き
体
験
で
す
。

　
「
砥
部
焼
陶
芸
館
」
で
は
、
店
員
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
コ
ッ
プ
・
湯
呑
・
皿
な
ど

の
素
焼
き
に
、
鉛
筆
と
筆
を
持
っ
て
絵
付
を

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
出
来
あ
が
っ
た
物
を
笑
顔
で

お
互
い
に
誉
め
あ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ハ
タ
ダ
お
菓
子
館
」
で
は
、
タ

ル
ト
の
手
巻
き
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

素
敵
な
絵
付
け
体
験
が
出
来
ま
し
た

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
農
薬
散
布

省
力
化
に
向
け
て

生
産
拡
大

の
び
の
び
女
性
部
活
動

■
手
芸
教
室
を
開
く

　
女
性
部
早
島
町
支
部
は
９
月
７
日
、
早

島
町
支
店
で
手
芸
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
14
人
が
参
加
し
、
エ
コ
ク
ラ
フ

ト
テ
ー
プ
を
使
っ
た
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ
を
編
ん
で

い
く
の
に
難
し
い
部
分
も
あ
り
、
参
加
者

た
ち
は
真
剣
な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た

が
、
完
成
し
た
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
満
足

し
て
い
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
所
は
、
協

力
し
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。■

ム
ス
イ
鍋
料
理
講
習
会

　
く
ら
し
き
東
管
内
の
各
支
店
で
は
、
ム
ス

イ
鍋
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
日
本
食
生
活
改
善
指
導

会
の
方
を
講
師
に
実
演
を
行
い
、
ム
ス
イ

鍋
の
活
用
方
法
や
手
入
れ
方
法
を
学
び
ま

し
た
。

　
菅
生
支
部
で
は
８
月
29
日
に
開
き
、
18

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ム
ス
イ
鍋
を
使
い

山
菜
お
こ
わ
、
鶏
肉
の
味
噌
マ
ヨ
焼
き
、

ヘ
ル
シ
ー
鶏
さ
つ
ま
、
揚
げ
出
し
豆
腐
の

４
品
を
作
り
、
早
く
簡
単
に
出
来
る
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

　
出
来
あ
が
っ
た
料
理
は
全
員
で
試
食

し
、
楽
し
い
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化
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エリアニュース ＊ 

警
察
官
か
ら
パ
ト
カ
ー
に
つ
い
て
説
明
を
聞
く
園
児

（
神
在
幼
稚
園
）

横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
練
習
す
る
園
児（
久
代
幼
稚
園
）

ド
バ
イ
に
空
輸
さ
れ
た
白
桃

玉
島
北
青
壮
年
部
が
和
歌
山
へ
視
察
研
修

高
品
質
生
産
を
目
指
し
て

真
剣
に
講
義
を
受
け
る
部
員

　
玉
島
北
青
壮
年
部
は
９
月
26
日
、
21
人
の

部
員
が
参
加
し
て
、
和
歌
山
県
の
「
果
樹
試

験
場
か
き
・
も
も
研
究
所
」
で
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
講
師
よ
り
和
歌
山
県
内
の
果

樹
の
情
勢
や
、
モ
モ
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
部
員
は
「
こ
の
研
修
を
こ
れ
か

ら
の
栽
培
の
参
考
に
し
て
、
よ
り
高
品
質
な

も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
岡
山
西
は
総
社
市
立
神
在
幼

稚
園
で
９
月
12
日
、
ま
た
、
総
社
市

立
久
代
幼
稚
園
で
18
日
に
、
Ｊ
Ａ
共

済
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

「
交
通
安
全
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
岡
山
県
や
地
元
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
で
組
織
さ
れ
た
「
幼
児
交
通
安

全
も
も
た
ろ
う
ク
ラ
ブ
」、
総
社
警

察
署
な
ど
の
指
導
協
力
を
得
て
行
い
、

交
通
安
全
教
育
講
師
団
の
今
中
光
子

さ
ん
が
赤
黄
青
の
皿
を
使
っ
た
皿
回

し
で
信
号
の
意
味
を
伝
え
る
な
ど
、

総
社
の
白
桃
ド
バ
イ
へ

総
社
も
も
生
産
組
合

園
児
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室

豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

園
児
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
交
通
ル

ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り

方
の
指
導
や
警
察
官
に
よ
る
パ
ト
カ

ー
の
紹
介
な
ど
、
園
児
の
心
身
の
発

達
段
階
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
交

通
安
全
教
育
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

実
施
し
た
記
念
品
と
し
て
子
ど
も
向

け
の
教
育
玩
具
な
ど
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
後
６
時
50
分
〜

放
送
中
！

Ｊ
Ａ
便
り

総
社
市
秦
の
ブ
ド
ウ
生
産

者
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
秦
果
樹
生
産
出
荷
組
合

の
野
瀬
弘
三
さ
ん
は
、
就
農
し
て
16

年
目
。

　
75
ａ
の
ブ
ド
ウ
畑
で
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
や
ピ
オ
ー
ネ
、
紫
苑
な
ど

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

60
年
以
上
続
く
ブ
ド
ウ
産
地
で
、

若
い
担
い
手
を
受
入
れ
、
育
成
す
る

グ
ル
ー
プ
を
同
世
代
６
人
と
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
研
修
中
の
佐
々
木
健

さ
ん
、
有
利
さ
ん
ご
夫
妻
と
共
に
作

業
す
る
様
子
や
、
ブ
ド
ウ
作
り
の
楽

し
さ
、
苦
労
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9/24

所
得
増
大

総
社
市
で
炊
き
出
し

山
手
直
売
所
出
荷
者
の
会

　
総
社
も
も
生
産
組
合
は
８
月
下
旬
、香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
に
次
ぐ
輸
出
先
と
し

て
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
ド
バ

イ
に
白
桃
を
空
輸
し
ま
し
た
。

　
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
、
砂
漠
気
候
の
た
め
露
地
栽
培

が
難
し
く
、
野
菜
や
果
物
の
ほ
と
ん
ど
を
輸

入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
糖
度
が
高
く
み
ず
み
ず
し
い

白
桃
は
、
現
地
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
好
評
で
、
新
た
な
販
路
と
収
益
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
山
手
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
出
荷
者

の
会
会
員
は
15
日
、
総
社
市
下
原
地
区
で
炊
き

出
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
地
区
は
、
工
場
の
爆
発
事
故
と
、
西
日

本
豪
雨
の
浸
水
被
害
が
相
次
い
だ
地
区
で
、
避

難
所
で
生
活
す
る
住
民
か
ら
直
売
所
に
要
望
が

あ
り
、
地
域
を
少
し
で
も
元
気
づ
け
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
役
員
や
加
工
班
を
中
心
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
実
現
し
ま
し
た
。
山
手
直
売
所

出
荷
者
の
会
は
、
今
後
も
会
員
一
丸
と
な
り
地

域
住
民
の
元
気
が
出
る
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

炊
き
出
し
で
憩
う
地
元
住
民
ら

野
瀬
さ
ん
が
育
て
る「
紫
苑
」

野
瀬
さ
ん（
左
）と
研
修
生
の
佐
々
木
さ
ん
ご
夫
妻

地
域
活
性
化

生
産
拡
大

生
産
拡
大

万
能「
焼
肉
の
タ
レ
作
り
」

女
性
部
鴨
方
支
部

「
お
い
し
く
な
〜
れ
」の
想
い
を
こ
め
て

作
り
ま
し
た

　
女
性
部
鴨
方
支
部
は
９
月
21
日
、
午
前
と
午

後
の
２
班
に
分
か
れ
て
、
部
員
35
人
が
「
焼
肉

の
タ
レ
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
材
料
と
調
味
料
等
を
混

ぜ
大
鍋
で
煮
る
と
、
加
工
室
の
中
に
は
、
タ
レ

の
い
い
匂
い
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
タ
レ
は
、お
い
し
さ
も
栄
養
も
満
点
で
、

色
々
な
料
理
に
使
え
る
万
能
調
味
料
と
し
て
好

評
で
す
。

　
鴨
方
直
売
所
ふ
れ
あ
い
朝
市
『
な
ご
み
』
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
一
度
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。
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大
舌
井
原
市
長
に
美
星
産
ピ
オ
ー
ネ
を
手
渡
す

川
上
実
行
委
員
長（
左
か
ら
２
番
目
）

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

特
産
ブ
ド
ウ
を
割
安
で
提
供

青
野
ブ
ド
ウ
即
売
会

美
星
ピ
オ
ー
ネ
ま
つ
り

特
産
品
Ｐ
Ｒ
と
復
興
支
援

女
性
部
相
互
の
助
け
合
い

女
性
部
吉
備
路
ブ
ロ
ッ
ク
へ
義
援
金

井
原
市
ぶ
ど
う
部
会
出
荷
会
議

井
原
市
内
の
各
地
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
岡
山
西
女
性
部
は
真
備
東
支
店
で
９
月

18
日
、
倉
敷
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
赤
澤
眞
弓
部
長
が

代
表
し
て
吉
備
路
ブ
ロ
ッ
ク
真
備
支
部
の
服
部

美
代
子
支
部
長
に
義
援
金
の
目
録
を
手
渡
し
ま

し
た
。
こ
の
義
援
金
は
、
西
日
本
豪
雨
で
被
災

し
た
吉
備
路
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
部
員
に
一
日
も

早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
、

く
ら
し
き
東
・
倉
敷
西
・
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
部

員
が
募
っ
た
も
の
で
す
。
部
員
の
一
人
は
、「
皆

さ
ん
の
温
か
い
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
私
た
ち
も

頑
張
れ
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

話
し
ま
し
た
。

目
録
を
受
け
取
っ
た
真
備
支
部
服
部
支
部
長

（
前
列
右
か
ら
２
人
目
）と
女
性
部
役
員
ら

　
井
原
市
ぶ
ど
う
部
会
の
出
荷
会
議
が
８
月

23
日
か
ら
井
原
市
内
で
順
次
行
わ
れ
、
本
格

的
な
ブ
ド
ウ
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
梅
雨
入
り
が
早
く
、
酷
暑
や
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
、
栽
培
に
は
大
変
な
年
で

し
た
が
、
生
産
者
の
栽
培
技
術
の
向
上
に

よ
り
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ブ

ド
ウ
の
出
来
は
、
糖
度
が
高
く
、
食
味
が

良
く
、大
変
高
品
質
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
出
荷
は
、
冬
ぶ
ど
う
が
終
わ
る
12
月
中

旬
ま
で
続
き
ま
す
。

味
見
会
の
様
子（
芳
井
支
部
）

　
美
星
ピ
オ
ー
ネ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
は
９
月
９
日
、「
第
15
回
美
星
ピ

オ
ー
ネ
ま
つ
り
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
訪

れ
、
贈
答
用
や
家
庭
用
に
ブ
ド
ウ
を

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
用
意
し
た

２
㎏
箱
９
０
５
箱
、
５
㎏
箱
１
８
５

箱
は
、
午
前
中
で
ほ
ぼ
完
売
す
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
ま
つ
り
会

場
で
は
、
子
供
神
楽
の
上
演
や
地
元

産
野
菜
、
花
、
美
星
豚
の
加
工
品
な

ど
の
販
売
に
加
え
、
新
米
「
星
む
す

め
」の
お
に
ぎ
り
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　
ま
た
９
月
26
日
、
売
上
金
の
一
部

は
西
日
本
豪
雨
の
義
援
金
と
し
て
、

会
場
に
設
け
て
い
た
募
金
箱
へ
の
寄

付
金
と
と
も
に
井
原
市
へ
贈
り
ま
し

た
。

　
実
行
委
員
会
の
川
上
寿
史
実
行
委

員
長（
美
星
ピ
オ
ー
ネ
部
会
部
会
長
）

と
張
谷
和
弘
副
実
行
委
員
長
（
星
の

郷
青
空
市
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

が
井
原
市
役
所
を
訪
問
し
、
大
舌
勲

井
原
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

生
産
拡
大

生
産
拡
大

生
産
拡
大

傷
や
汚
れ
な
ど
を
厳
正
に
審
査
す
る
審
査
員

井
原
市
前
期
露
地
ぶ
ど
う
品
評
会

井
原
市
産
ブ
ド
ウ
の
仕
上
が
り
上
々

　
井
原
市
と
Ｊ
Ａ
岡
山
西
は
９
月
13

日
、
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
で
井

原
市
前
期
露
地
ぶ
ど
う
品
評
会
を
開

き
ま
し
た
。

　
品
評
会
に
は
、
ニ
ュ
ー
ベ
リ
ー
Ａ

11
点
、
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
29
点
が
出

品
さ
れ
、特
に
優
れ
た
８
点
を
選
び
、

最
優
秀
の
井
原
市
長
賞
に
、
ニ
ュ
ー

ベ
リ
ー
Ａ
の
部
は
伊
藤
照
さ
ん
、
ニ

ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
の
部
は
村
上
髙
博
さ

ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　
井
笠
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、

全
農
岡
山
県
本
部
、Ｊ
Ａ
他
、
関
係

職
員
が
房
形
、粒
の
大
き
さ
や
糖
度
、

果
皮
の
色
づ
き
や
食
味
な
ど
を
審
査

し
ま
し
た
。

　
審
査
長
の
井
笠
農
業
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
佃
博
志
所
長
は
「
本
年
は
、

昨
年
よ
り
着
色
も
よ
く
高
糖
度
で
食

味
が
良
い
優
れ
た
ブ
ド
ウ
が
多
く
出

品
さ
れ
た
。
梅
雨
明
け
後
の
少
雨
、

高
夜
温
と
い
う
気
象
条
件
の
中
、
高

品
質
な
果
実
が
生
産
さ
れ
た
こ
と

は
、
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
成

果
と
思
わ
れ
る
。」
と
総
評
し
ま
し

た
。
　
露
地
ぶ
ど
う
品
評
会
の
入
賞
者

は
、
上
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ニューベリーＡの部

平成３０年度　井原市前期露地ぶどう品評会入賞者

賞　　名

井原市長賞

全国農業協同組合連合会岡山県本部長賞

岡山県農業共済組合連合会長賞

井原市ぶどう品評会長賞

賞

最優秀賞

優 秀 賞

優 良 賞

努 力 賞

ニューピオーネの部
賞　　名

井原市長賞

岡山県備中県民局農林水産事業部長賞

岡山西農業協同組合長賞

井原市ぶどう品評会長賞

氏　名

伊藤　　照

田中　信行

三宅　英行

畝川　光基

氏　名

村上　髙博

田平　晃次

伊藤　一弘

片岡　正仁

岡本　和弘

賞

最優秀賞

優 秀 賞

優 良 賞

努 力 賞

農
業
実
務
研
修
生
受
け
入
れ

ブ
ド
ウ
産
地
の
活
性
化
を
担
う

　
井
原
市
ぶ
ど
う
部
会
井
原
支
部
は
９
月
12
日

か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
、
青
野
中
央
選
果
場

で
井
原
市
特
産
ブ
ド
ウ
の
即
売
会
を
行
い
ま
し

た
。
　
こ
の
即
売
会
で
は
、
選
果
場
に
集
ま
っ
た
ブ

ド
ウ
を
市
価
の
７
割
程
度
の
値
段
で
販
売
し
、

３
日
間
で
２
㎏
箱
と
５
㎏
箱
あ
わ
せ
て
６
１
５

㎏
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

　
三
宅
憲
治
部
会
長
は
「
多
く
の
お
客
さ
ま
に

新
鮮
で
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
を
食
べ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
。
今
後
も
続
け
て
行
こ
う
と
思

う
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

特
産
ブ
ド
ウ
を
求
め
て
列
を
作
る
来
場
者

　
井
原
市
ぶ
ど
う
部
会
は
、
担
い
手
対
策
と

し
て
新
た
に
実
務
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
２

年
間
の
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　
研
修
生
の
早
川
慎
二
さ
ん
は
、
岐
阜
県
か

ら
移
住
し
て
、
美
星
町
を
研
修
地
に
選
び
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
、生
活
利
便
性
が
良
く
、

露
地
で
長
期
に
渡
っ
て
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
が
出

来
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

　
早
川
さ
ん
は
、「
と
に
か
く
一
日
で
も
早

く
栽
培
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
て
、
ブ

ド
ウ
栽
培
で
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た

い
。」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

出
荷
作
業
を
す
る
早
川
さ
ん（
右
）
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